
☆
４
・
２
８
は
ど
ん
な
日
？

ー
私
た
ち
は
「
主
権
回
復
の
日
」
を
素
直
に
祝
え
な
い
ー

政
府
主
催
の
「
主
権
回
復
記
念
式
典
」

◆
政
府
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発
効
六
十
周
年
に
あ
た
る
四
月
二
八
日
を
日
本

の
「
主
権
回
復
の
日
」
と
し
て
、
記
念
式
典
を
催
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
に
対
し
て
、
沖
縄
県
民
な
ど
か
ら
厳
し
い
反
発
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
こ
の
日
は
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
、
沖
縄
が
日
本
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
た
「
屈
辱
の
日
」

だ
か
ら
で
す
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
、
そ
の
時
沖
縄
は

◆
戦
後
七
年
の
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
日
本
と
連
合
国
四
八
カ
国
と
の
間
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
話
条
約
が
発
効
し
、
日
本
は
占
領
状
態
か
ら
独
立
し
主
権
を
回
復
し
ま
し
た
。

◆
し
か
し
、
こ
の
条
約
で
は
沖
縄
・
奄
美
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
は
除
外
さ
れ
引
き
続
き
ア
メ

リ
カ
の
施
政
権
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
こ
の
日
は
沖
縄
な
ど
の

人
々
に
と
っ
て
「
屈
辱
の
日
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

◆
さ
ら
に
驚
く
べ
き
事
に
、
一
九
四
五
年
一
二
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
時
に
、
こ
の

条
約
を
先
取
り
し
て
、
時
の
政
府
は
沖
縄
県
民
の
選
挙
権
を
停
止
し
た
の
で
す
。

こ
の
時
、
国
会
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
沖
縄
県
選
出
の
議
員
の
憤
り
と
悲
し
み
溢
れ
る
万
感

胸
に
迫
る
演
説
が
国
会
の
議
事
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
民
の
思
い
を
無
視
し
て
祝
え
ま
す
か
？

◆
ア
メ
リ
カ
の
施
政
県
下
に
あ
っ
た
沖
縄
が
返
還
さ
れ
た
の
は
、
講
和
条
約
か
ら
遅
れ
る
こ

と
二
十
年
、
一
九
七
二
年
五
月
一
五
日
で
し
た
。
し
か
し
、
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
、
二
十

年
前
の
屈
辱
の
記
憶
は
消
え
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。
。

◆
そ
し
て
今
以
て
、
面
積
わ
ず
か
０
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
沖
縄
に
７
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
米
軍

基
地
、
そ
し
て
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
が
押
し
つ
け
ら
れ
苦
難
の
日
は
続
い
て
い
ま
す
。

◆
こ
の
沖
縄
の
歴
史
、
そ
し
て
沖
縄
の
人
た
ち
の
気
持
を
思
う
と
、
私
た
ち
本
土
の
者
は
、

こ
の
式
典
を
素
直
に
祝
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

５
．
１
５
こ
そ
真
の
主
権
回
復
の
日

◆
私
た
ち
浜
松
市
憲
法
を
守
る
会
は
、
ま
ず
政
府
は
沖
縄
県
民
に
過
去
の
差
別
を
お
詫
び
す

る
こ
と
、
そ
し
て
憲
法
第
一
四
条
に
謳
っ
て
い
る
法
の
下
お
け
る
平
等
の
精
神
に
基
づ
き
、

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
た
５
・
１
５
を
主
権
回
復
の
日
に
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

二
〇
一
三
年
四
月
十
四
日(

日
）

第
五
五
四
回
憲
法
を
守
る
平
和
行
進

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

◆憲法の三原則：平和主義、民主主義、基本的人権◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法
第
十
四
条
（
法
の
下
の
平
等
）

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は

門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。


